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消費者物価0.8%上昇   3月、エネルギー関連は20%

日経新聞

総務省が22日発表した3月の消費者物価指数（CPI、2020年=100）は変動の大きい生鮮食品を除く総合指

数が100.9と前年同月に比べて0.8%上昇した。上昇幅は前月（0.6%）から広がり、20年1月以来2年2カ月ぶ

りとなった。原油価格の高騰で電気代やガス代が上昇したほか、原材料価格の高騰で食料品も上がった。

携帯電話料金の引き下げによる影響を除くと、上昇率は2%を超える。

市場予想の中央値（QUICK）は0.8%だった。品目別に見ると、エネルギー関連が20.8%と2月に続いて高水準

の上昇幅となった。電気代は21.6%、都市ガスは25.3%、ガソリンは19.4%それぞれ上がった。エネルギー品

目の上昇分だけで、全体の総合指数を1.46ポイント押し上げた。

生鮮食品以外の食料は2%上がり、上げ幅は2月（1.6%）を上回った。2%上昇は6年3カ月ぶり。円安や海外

での需要増加を受け、輸入品の牛肉（10.4%）や食用油（34.7%）が上がった。

携帯電話の通信料は、大手各社が21年春に格安プランを導入した影響で52.7%下がった。この下落分だけで

総合指数を1.42ポイント押し下げた。市場では「4月以降は携帯電話の値下げによる影響が一部剥落するた

め、総合指数の上昇幅がさらに拡大する可能性が高い」との見方が多い。

同日発表した2021年度平均の消費者物価指数は、生鮮食品を除く総合指数が99.9と前の年度に比べて0.1%

上昇した。ガソリンや電気代のほか、20年度に実施した政府の観光支援策「Go To トラベル」の反動で宿

泊料が上がった。携帯電話料金の引き下げは総合指数を1.29%押し下げた。
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再生航空燃料、国産化探る  原料調達・製造費・技術力 官民で協議会、対応策議論

政府と産業界は再生航空燃料（SAF）の国産化へ乗り出す。廃食油や植物などを原料とするSAFは「空の

脱炭素」に向けた切り札となる。世界で需要が増えるのは確実で、燃料調達を巡る海外主要国との競争も

激しくなる。国産体制をつくるため、原料調達、コスト高、技術力という3つの課題の克服を急ぐ。

国土交通省や経済産業省は22日、SAFのサプライチェーン（供給網）を整えるための官民協議会を設けた。

具体策を詰め、2023年度予算案の概算要求などに反映させる方針だ。

SAFは原油からつくる従来のジェット燃料に混ぜて使う。SAFに置き換えると燃料の製造から航空機の運航

までの二酸化炭素（CO2）排出量を従来より7～9割減らせる。次の主力燃料となる可能性が高い。斉藤鉄夫

国交相は22日の会見で「SAFは航空分野の脱炭素化に不可欠の手段だ」と強調した。

政府が重視するのは国産体制の整備だ。ウクライナ危機で原油高に拍車がかかったように、燃料調達は国

際情勢の影響を受けやすい。担当幹部は「経済安全保障の観点からも国産の供給量を増やすことは急務

だ」と話す。

政府は30年までに国内航空会社の燃料使用量のうち10%をSAFに置き換える目標だ。国交省はまず輸入で調

達した原燃料をもとに国産化を促す。今秋にも中部国際空港に受け入れ拠点をつくる。国内でジェット燃

料と混ぜて航空機に供給する計画だ。

課題は多い。原材料の確保が最初の壁となる。利用が進んでいるのが廃食油だ。民間調査によると国内で

発生し、飼料や燃料に活用される食用油は年38万トン。このうち24%は輸出されている。家庭で消費する油

は回収していない。こうした油をSAF用に振り向ける仕組みが必要になる。

サトウキビやトウモロコシなど燃料に活用できる作物は国内生産量が少なく、輸入することになる。調達

先が集中しないように配慮しつつ、海外の有望な輸入先をおさえるのは容易ではない。

2つ目は製造費用だ。世界の20年のSAF導入量は6.3万キロリットルでジェット燃料の1%未満にすぎない。普

及していないため製造費用はジェット燃料より最大10倍近くかかる。企業からは「ビジネスとして成り立

たない」と尻込みする声がある。政府は事業者の参入を促す支援策を検討する。

技術開発の強化も欠かせない。運輸総合研究所は国産SAFの製造可能量は30年時点で最大で1313万キロリッ

トルとみる。今のジェット燃料の消費量に匹敵するが、このうち約4割を占める「CO2・水素合成燃料」は

実用化のメドが立っていない。官民は40年代の実現をめざすが不透明感も漂う。

先行する欧州連合（EU）はSAFを航空燃料の一定割合で使うことを義務づける方針だ。EUに乗り入れる日本

の航空会社も利用拡大を迫られる可能性がある。
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